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目 的　 現 在。 住 宅 の 間 取 り を 考 え る と き、 子 供 が 「 寝 る 」 「 勉 強 す る 」 「 遊 ぶ 」 為 の、　い

わ ゆ る 『 子 供 部 屋 』 を 計 画 す る こ と が 一 般 的 で あ る。 そ の 理 由 と し て、 子 供 の 自 立 心 を 育

て る 為、 勉 強 の 為、 な ど が 考 え ら れ る。 と こ ろ で。 実 際 部 屋 を 使 用 す る 子 供 遷 は ど の 様 に

感 じ 、 使 用 し て い る の で あ ろ う か。 人 格 の 基 礎 を 形 成 す る 時 期 に あ た る 小 学 生 を 対 象 に 鋳

査 し、 住 宅 計 画 に お け る 『 子 供 部 屋 』 の あ り 方 に つ い て 再 考 す る 為 の 基 礎 資 科 を 得 る こ と

を 目 的 と す る。

方 法　 都 内 及 び 近 県 の ８ 小 学 校 の 児 童 を 対 象 に 、19     9   0 年1     2 月 か ら 翌 年 １ 月 に か け て

直 接 配 布 ・ 直 接 回 収 に よ る 自 記 法 で 行 っ た。

結 果　(1) 子 供 部 屋 の 所 有 率 は 専 用 が 約2    割, 兄 弟 ・ 姉 妹 と 共 用（ 以 下 共 用 ） が 約em で

あ っ た。 専 用 を 希 望 す る 率 は 低 学 年 で も 約6  割. 高 学 年 で 約9    割 と、 学 年 上 昇 と 共 に 増 加

傾 向 を し め し た。 ま た。 そ の 理 由 と し て は、 静 か に 勉 強 で き る か ら （ 約3  割 ） 親if う る さ

い か ら(  約2  割)    自 由 に 遊 べ る か ら （ 約7  割 ） で あ っ た。 （ 一 入 で 多 答 有 り ）（2 ） 夜 寝 る

時、 専 用 部 屋 を 与 え ら れ て い る 子 供 の 内、 約 ３ 割 が 家 族 と 同 じ 部 屋 で 寝 て い る。 ま た、 現

在 部 屋 に 一 人 で 寝 て い る 子 供 程、 一 人 で 寝 る 事 を 希 望 し て い る。 こ の 事 か ら、 一 人 で 寝 る

と 言 う 習 慣 は 慣 れ の 要 素 が 強 い と 考 え ら れ る。(3 ） 勉 強 す る 場 所 に つ い て は、 専 用 部 屋 を

与 え ら れ て い て も 自 分 の 机 を 使 用 す る 子 供 は。 約 半 分 程 度 で あ っ た。 勉 強 時 間 は、 子 供 部

屋 無 し。 共 有、 専 用 の 順 に 増 加 傾 向 を 示 し た。(4) 家 の 中 で の 吝 に つ い て は、 約 ３ 割 が 気

に な る と 答 え た。 ま た、 自 由 記 述 で 外 の 音 を 気 に す る 子 供 が 多 く み ら れ た。

E 22 若年 層世 帯 の住 要求 に関 す る研 究（ 第一 報 ）

子ど も の家 事手 伝い と台 所 空 間と の関 係 につい て

聖 徳学 園女 短 大 新 田　 米 子

目　白り　　 我 が国 の地 価 高騰 現象 は。 今 後益 々質 の 高い 集合 住宅 への要 求 を高 め、 家

族 のラ イフ ステ ージや ライ フ スタ イル へ の対 応は 必 須とな ろ う。 本 研究 は、 ラ イフ ステ ー

ジ に対 応す る 住戸 平面 を明 ら かに す るこ と を目的 とし 。 今回 は とく に 若年 層世 帯 にお ける

子 ども の家 事 参加 と台 所空 間 の関 係 につい て 分析 を 試 みる。

方｀W^　　 名 古 屋市 の中 心 部に 近い 熱田 区 の″ 神宮 東 パ ーク ハイ ツ″ 、″ 桜田 団 地″

（ 住・ 都 公団 ） に居 住す る、 児童 お よび 幼 児の 居る 世 帯を対 象iz 調査 票留 置法 に よる 調査

を実 施し た。 期 間は,   1990年u 月30 日~ 12月３ 日 。有 効回 収斂 は,16  8 ．

扉吉 丿艮　　R  A 居 者の 住宅 に対 す る総 合評 価 は比 較的 高い と いえ る が。 部屋 数 、広 さ

、間 取り 、台 所・ 浴室 設備 、騒 音 、収 納等 につ い ては 不滴 を 訴え る 者 が少なく な い 。

②小 学生 の家 事 手伝 い程 度は,    rよ く する 」「 まあ や る方 」 が40. 9% と それ 程高 い とは

い えな い。「 炊 事 手伝 い」 につ い てl±, 約４ 割 の子 ども が［ よく す る］「 時 々 する 」 と答

え てい る が、 高学 年 に比 べ低 学年 が。男 子よ り女 子 が その 割合 が高 く なって い る。 ③「 炊

事 手伝 い 」程 度 をキッ ッチ ン タ イプ 別で み ると,    D K 型 が 最も 高く(52.  2%) 、Ｋ 独 立型

とL  K 型 は 類似し た 傾向 を示 す 。 ④ キッ チ ンの 使い 勝 手に つい て、 と くに 複 数で 作業 す る

場合 に問 題 があ ると 答え た 者t± ,    D K 型 よ りも Ｋ型,    L K 型で 多 い 。⑤ 複数 で 作業 する 時

に使 い やす いと 思 われ る キッチ ン タイプ につい て 、 現在 のタ イプ がD  K 型,     L K 型 の場 合

はD  K  ,    L K  ,    K 型 の順で 、 ま たＫ 型 の 場合 はD  K  ,    K ,    L K 型 の 順で 妥当 とし て いる 。

c  K 型 では 、と く に「 台 所 が狭い 」 という 不 満 が高 い（60.  0%  ） 。


